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保 証 書 付 （裏表紙）

このたびは、お買い上げいただき、ま
ことにありがとうございます。
	●この取扱説明書をよくお読みにな
り、正しくお使いください。
	●ご使用の前に「安全上の注意」を必
ずお読みください。
	●「保証書」は「お買い上げ日」「販売
店名」の記入を必ず確かめ、販売店
からお受け取りください。
	●この取扱説明書はお使いになる方が
いつでも見ることができるよう大切
に保管してください。

家庭用

この商品は海外ではご使用になれません。
FOR USE IN JAPAN ONLY
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充電池についての注意
	●充電池を交換するときは、説明書にしたがい正しく取り付
ける
間違えると、破裂・液もれにより、火災やけが、周囲の汚損の原
因になります。

	●電解液が目に入ったときは、すぐにきれいな水で洗う
目に傷害が発生するおそれがあります。洗った後、直ちに医師の
診察を受けてください。

分解禁止

	●充電池は分解しない
発熱・破裂により、火災やけがの原因になります。

	●指定以外の充電池は使用しない
	●付属の充電器以外で充電しない
	●アイリス18V電動工具シリーズ以外に使用しない
	●高温になる場所・直射日光の当たる場所で、充電・保管し
ない
	●充電池を、火に投げ入れたり、加熱したりしない
	●充電池を、高いところから落としたり、投げつけたり、釘
をさしたり、ハンマーでたたいたり、踏みつけたりしない
	●充電池を水につけない
発熱・破裂・液もれにより、火災やけが、周囲の汚損の原因にな
ります。

安全上の注意
最初に、この「安全上の注意」をよく読んでいただき、正しく使用してください。
人への危害や、財産への損害を未然に防止するため、必ず守る必要があることを
説明しています。
図記号の意味

注意を示す記号
です。

禁止を示す記号
です。

必ず行うことを示す
記号です。

 危険 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う
おそれが高い、差し迫った内容を示しています。
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充電器は正しく使う
	●充電器の電源プラグのほこりは定期的にとる
ほこりがたまると、湿気などで絶縁不良になり、火災・感電の原
因になります。

	● 充電器の電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む
ショートして火災・感電の原因になります。

ぬれ手禁止

	●ぬれた手で充電器を抜き差ししない
感電・やけど・けがの原因になります。

	●充電器の電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みが
ゆるいときは使わない
ショートして火災・感電の原因になります。

	●交流100V以外では使わない
火災・感電の原因になります。

	●乳幼児に充電器の電源プラグをなめさせない
けがや感電の原因になります。

	●本機の専用充電池以外には充電しない
火災・感電・破裂の原因になります。

	●ラッカー、ペイント、ベンジン、シンナー、ガソリン、可
燃性ガス、接着剤などのある場所では充電しない
爆発や火災のおそれがあります。

	●ダンボールなどの紙類、座布団などの布類、畳、カーペット、
ビニールなどの上では充電しない
	●通風口のある充電器は、充電中に通風口をふさがない。ま
た通風口に金属類、燃えやすいものを差し込まない
	●綿ぼこりなど、ほこりの多い場所で充電しない
火災のおそれがあります。

	●屋外で使用しない
充電器は室内専用です。屋外で使用すると、感電・過熱・火災の
原因になります。

 警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う
おそれがある内容を示しています。
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安全上の注意　つづき

充電池についての注意
	●電解液がもれたり、異臭がするときは、直ちに火気から遠
ざける
引火するおそれがあります。

	●電解液が皮膚や衣服に付いたときは、すぐに洗い流す
皮膚炎や衣服の損傷のおそれがあります。

	●電解液がもれたり、異臭がするときは、使用しない
発熱・発火・周囲の汚損の原因になります。

	●充電池を交換するときは、乳幼児の手の届くところに置か
ない
感電やけがの原因になります。

	●異常・故障時には、直ちに使用を中止し、充電池を取り外す
火災や事故のおそれがあります。

〔異常の例〕
•	異常な音や振動、においがする
•	破損・変形しているところがある
•	動作スイッチから手を離しても停止しない
	 使用を中止し、お買い上げの販売店またはアイリスコールへお
問い合わせください。

水ぬれ禁止

	●雨の中や水回り、ふろ場など、ぬれるおそれのある場所で
は絶対に使用しない
	●本体や充電器を水につけたりしない
火災・感電の原因になります。

充電器は正しく使う
	●充電器の電源コードを傷つけない
	●充電器の持ち運び時に電源コードを引っ張らない
充電器の電源コードを、傷つける、加工する、無理に曲げる、引っ
張る、ねじる、重い物を載せる、はさみ込む、とがった角に当て
るなどしないでください。
電源コードが破損し、火災・感電の原因になります。
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	●次の場合は、動作スイッチを切り、本体から充電池を取り
外す
•	使用しない、または修理する場合
•	ビットなどの付属品を交換する場合
•	その他危険が予想される場合

分解禁止

	●自分で分解・修理・改造しない
火災・感電・けが・事故の原因になります。修理については、お
買い上げの販売店または修理専用コールにお問い合わせください。

	●不意な始動は避ける
動作スイッチに指を掛けて運ばないでください。
充電池をさし込む前に動作スイッチが切れていることを確認して
ください。

 注意 誤った取り扱いをすると、人がけがをしたり、物的損
害が発生するおそれがある内容を示しています。

	●ぬれた充電池を充電器にセットしない
火災・感電の原因になります。ぬれている場合は、水気を拭き取り、
乾かしてからセットしてください。

	●幼児の手の届く範囲で使用しない
	●子供に遊ばせない
けがの原因になります。

	●ドライバ以外の用途に使用しない
異常動作・けがの原因になります。

	●業務など家庭用以外で使用しない
本製品は家庭用として設計されています。
業務など家庭用以外に使用すると、誤動作や火災・事故などの原
因になります。
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安全上の注意　つづき

	●移動時や、ビットの交換時は、必ず正逆切替スイッチを中
央（停止）にする
急に動作して、事故の原因になります。

	●使用時は、振り回されないように、しっかり持つ
押し返されると、けがの原因になります。

	●作業には適切なビットを使用する
	●締めるねじの状態をよく確認してから使用する
サイズや形状の合わないところ、ねじがつぶれているところに無
理に使用すると、ねじが破損します。

	●組み立てる物品の説明書をよく確認してから使用する
インパクトドライバ・電動ドライバを禁止しているものには使用
しないでください。

	●必ず明るいところで作業する
事故の原因になります。

	●きちんとした服装で作業する
だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具は、回転部に巻き込ま
れるおそれがあるので着用しないでください。
屋外での作業の場合には、ゴム手袋と滑り止めのついた履物の使
用をお勧めします。
長い髪は、帽子やヘアカバーなどで覆ってください。

	●作業時は保護めがねやマスクを着用する
けが・体調不良の原因になるおそれがあります。

	●無理して使用しない
安全に能率よく作業するために、ドライバの能力に合った速さで
作業してください。
モーターがロックするような無理な使いかたはしないでください。

	●ねじ締めする場所に、水道管・電線・ガス管などがないこ
とを確認する
感電・水もれ・ガスもれの原因になります。
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各部の名称
	■ 本体

	■ 付属品

トルク調節クラッチ スピード切替スイッチ

ビットチャック

ビットホルダー

動作スイッチ

ライト

ビットセット（10種）

充電池（充電式リチウムイオン電池）

充電池取り付け位置

充電池
取り外しボタン

正逆切替スイッチ

グリップ

充電器

電源コード

電源プラグ

充電ランプ
（赤）

通電ランプ
（緑）
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準備
※	複数の充電池を充電するときは、2
個までにしてください。2個連続し
て充電した後は、充電器が十分に冷
えてから次の充電を行ってください。

充電池について
	● 使用中は充電池が熱くなることがあり
ます。熱くなった充電池は、充電する
前に30分程度放置して、冷めるのを
待ってください。
	●充電中に、充電池や充電器が温かくなる
ことがありますが、異常ではありません。
	●充電は、室温5〜35℃の範囲で行っ
てください。室温が低かったり、直射
日光が当たるなどして高温になると、
正常に充電されず、使用時間が短くなっ
たり、充電時間が長くなったりします。
	●充電池残量が低下して十分な動作がで
きなくなったときは、使用を停止し、
充電池を充電してください。
	●  充電池はフルに充電されていなくても使
用できます。
	●充電池を差し込むときに、金属片などを
はさみ込まないように注意してください。

充電池残量の確認
•	充電池の残量確認ボタンを押すと、
充電池の残量確認ランプ（緑）が点
灯して残量の目安を示します。

残量確認ボタン

残量確認ランプ

残量確認ランプ
 点灯　  消灯 充電池残量

　 　 60～100％
　 　 20～ 60％

　 　 20％未満
※充電してください。

	■ 充電
	● 充電池は、購入時点では十分に充電さ
れていません。使用する前に必ず充電
してください。

	1 充電器の電源プラグをコンセン
トに接続する
•	通電ランプ（緑）が点灯します。

通電ランプ
（緑）

	2 充電器に充電池を差し込む
•	通電ランプ（緑）が消灯して、充
電ランプ（赤）が点灯します。充
電が完了すると、充電ランプ（赤）
が消灯して、通電ランプ（緑）が
点灯します。

充電ランプ
（赤）

※	充電が完了していないのに充電ランプ
（赤）が点灯しないときは、充電池の充
電器への装着を再度確認してください。

※	充電池や充電器が使用直後で熱く
なっているときは、充電できずに充
電ランプ（赤）が点灯しないときが
あります。その場合は、一旦充電池
を取り外して、冷ました後に再度取
り付けてください。
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	■ 充電池を装着する
•	グリップ下端の充電池取り付け位置
に、前から充電池のリブを差し込み、
カチッと音がするまで押し込んでく
ださい。

充電池の取り外しかた
•	充電池取り外しボタンを押しなが
ら、充電池をスライドさせて取り外
してください。

	■ 使用済み充電池について
•	取り外して、最寄りの充電池リサイ
クル協力店にお持ちください。一般
ごみとして捨てないでください。
•	取り外した充電池は、コネクターな
どの端子部分をテープで絶縁してく
ださい。

リチウムイオン電池は
リサイクルへ

警告

	●充電池は必ずリサイクルし
てください。次のことを守っ
てください。
•	一般ごみとして捨てない
•	火の中に投げ入れない
•	分解しない
•	高温になる場所に放置し
ない
•	他の機器に使用しない
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	■ ビットの取り付け・取り
外し

注意

	●ビットの取り付け・取り外
しは、必ず正逆切替スイッ
チを中央（停止）にセット
して行ってください。
	●充電池を取り外してから
ビットの取り付け・取り外
しを行ってください。

取り付け

	1 ビットチャックを、前から見て
反時計回りに回してゆるめる

	2 ビットを差し込む

ビット

	3 ビットチャックを、時計回りに
回してビットを締め付ける

※	ビットは、付属のものの他、市販の
電動ドライバ用ビットも使用できま
す。

取り外し
•	取り付けと逆の手順で取り外してく
ださい。

	■ ドライバを使う
•	充電池を取り付けて、正逆切替ス
イッチを操作します。
•	グリップをにぎり、動作スイッチを
押すと、ビットが回転します。
•	動作スイッチを押すと、ライトが点
灯します。手元が暗いときなどに便
利です。

ライト点灯

動作スイッチ

※	正逆切替スイッチが中央（停止）に
セットされているときは、動作ス
イッチを押しても動きません。

使いかた
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•	動作スイッチを深く押すほど、強く
回ります。

強く弱く

注意

	●穴あけをする場所や穴の径
に合わせて、強さを加減し
てください。

	● ねじを締めるときは、ねじを締める部
品が動かないように固定してくださ
い。
	●木ねじを締めるときは、あらかじめ下
穴を開けてください。
	●ねじを締めるときは、最初はねじを押
しながら、ドライバを回転させます。
ねじがある程度穴に入ったら、回転だ
けで締めてください。
	●穴あけをするときは、最初は穴がずれ
ないように弱く、位置が定まってきた
ら強くして穴あけをしてください。
	●金属に穴あけするときは、あらかじめ
穴位置にセンターポンチを打ってくだ
さい。

	■ 正逆の切り替え
•	正逆切替スイッチを、左または右か
ら押してセットしてください。
正転：ねじを締めるとき・穴あけす
るとき（正逆切替スイッチの右側に
があります。）

停止：ビットを交換するときなど（動
作スイッチを押しても動きません。）
逆転：ねじをゆるめるとき（正逆切
替スイッチの左側に があります。）

〈左側〉逆転
（ねじをゆるめる）

〈右側〉正転
（ねじを締める）

	■ スピードの調節
回転のスピードを2段階に切り替える
ことができます。

（2）高速 低速（1）

スピード切替
スイッチ

スイッチ 回転数（min-1）
低速（1） 0～450
高速（2） 0～1,350

※	低速にすると、回転のトルクは大き
くなります。硬いものに穴あけをす
るときなどに選んでください。

※	高速にすると、回転のトルクは小さ
くなります。高速でねじの締め付け
をしたいときなどに選んでください。
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警告

	●お手入れは、必ず正逆切替
スイッチを中央（停止）に
セットし、充電池を外して
から行ってください。
	●水でぬらさないでください。

	● 洗剤、シンナー、ベンジン、漂白剤な
どは使用しないでください。
	●水をかけないでください。感電・けが・
故障の原因になります。
	●化学ぞうきんは使用しないでくださ
い。

本体が汚れた場合は、乾いた布で汚れ
を拭き取ってください。

•	お手入れした後、ほこりや油煙、湿
気などがない、子どもの手の届かな
い場所に保管してください。

※	充電池は外して保管してください。

	■ クラッチ（トルク）調節
大きな力がかかっても、クラッチに
よって、回転のトルクを調節すること
ができます。
•	トルク調節クラッチを回して、目盛
りの数字に合わせてください。数字
が低いほど弱く、高いほど強くト
ルクがかかります。ドリルマーク	
（ ）に合わせると、クラッチが
機能せず、直結になります。穴あけ
のときはこれを選んでください。

6421 8

	■ 連続作業について
本機は保護回路が搭載されています。
•	高温の場所での作業や連続して作業
を行うと、本機を保護するために、
自動停止する場合があります。自動
停止した場合は、本機を30分以上
冷ましてから作業を再開してくださ
い。

お手入れ使いかた　つづき
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使用中に異常が生じた場合は、修理を依頼される前に本書をよくお読みのうえ、以下の点
を確認してください。

故障かな？と思ったら

状　態 考えられる原因 処　　　　置

動作しない

	● 充電池が正しく取り付け
られていない

	●充電池を、充電池取り付け位
置に差し込み、カチッと音
がするまで押し込んでくださ
い。（→P9）

➡︎ ➡︎

	●充電池の残量が低下して
いる

	●専用の充電器を使用して、充
電してください。（→P8）➡︎ ➡︎

	●電動ドライバを使用して
はいけない場所、物品に
使用した

	●物品の説明書を確認して、電
動ドライバが禁止されている
ものには使用しないでくださ
い。

➡︎ ➡︎

	●使用するビットが適切で
ない

	●ねじの形状・サイズに合った
ビットを使用してください。➡︎ ➡︎

	●回転が強すぎる

	●動作スイッチのにぎりをゆる
め、回転を弱めて締めてくだ
さい。（→P11）
	●スピード切替スイッチで、回
転のスピードを調節してくだ
さい。（→P11）

➡︎ ➡︎
ねじの頭がつ
ぶれる
ねじが破損す
る

	● 動作スイッチの押しかた
が弱い

	●動作スイッチをもっと押し込
んでください。（→P11）➡︎ ➡︎

	●トルク調節が弱くなって
いる

	●トルク調節クラッチを数字の
大きい方へ回して、回転の
トルクを強くしてください。
（→P12）

➡︎ ➡︎

	●スピード切替スイッチが
高速になっている（トル
クが弱い）

	●スピード切替スイッチで低速
を選んでください。（→P11）➡︎ ➡︎

ねじが締まら
ない
穴を開けられ
ない
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故障かな？と思ったら　つづき

必ずお読みください。

	■ 保証書
お買い上げの際に、所定の事項が記入
されている保証書をお買い上げの販売
店より必ずお受け取りください。
保証書がないと、保証期間内でも代金
を請求させていただく場合があります
ので、大切に保管してください。

	■ 保証期間
保証期間は、保証書（裏表紙）に記載
されています。
保証期間内に故障した場合は、保証規
定にしたがって修理させていただきま
す。

	■ 保証期間経過後の修理
お買い上げの販売店にご相談くださ
い。修理により製品の機能が維持でき
る場合は、ご要望により有料にて修理
いたします。

	■ アフターサービスについて
ご不明な点はお買い上げの販売店また
はアイリスコールにお問い合わせくだ
さい。

保証とアフターサービス

それでも解決できないときは
お買い上げの販売店、またはアイリ
スコールへお問い合わせください。

 警告 	● 自分で分解・修理・改造
しないでください。

	●充電池が充電器に正しく
取り付けられていない

	●充電池の向きを正しく、充電
器の奥まで差し込んでくださ
い。（→P8）

➡︎ ➡︎

	●使用直後で充電池が熱く
なっている
	●続けて充電したので、充
電器が熱くなっている

	●一旦充電池を取り外して、冷
めるのをまってから、再度充
電池を取り付けてください。
（→P8）

➡︎ ➡︎

充電池が充電
できない

（赤色ランプが
点灯しない）

	● 電源プラグがきちんとコ
ンセントに差し込まれて
いない

	●電源プラグをコンセントに
確実に差し込んでください。
（→P8）

➡︎ ➡︎
充電池が充電
できない

（緑色ランプが
点灯しない）
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仕様
定格電圧 DC 18V
充電池 リチウムイオン二次電池
最大チャック把握径 10mm
使用可能なビットサイズ 直径1～10mm（六角/丸軸対応）
無負荷回転数 1（低速） min-1

（回/分）
0-450min-1

無負荷回転数 2（高速） 0-1350min-1

最大トルク 25N･m
製品寸法（充電池含む） 全長200mm×幅75mm×高さ226mm
製品重量（充電池含む） 約1.3kg

付属品
充電式リチウムイオン電池：DBL1820　1個

充電器：DBLC18　1個
ビットセット（10種）

充電池仕様
充電池 リチウムイオン二次電池
定格電圧 DC 18V
充電池容量 2,000mAh
使用温度 0～40℃（充電時：5～35℃）

充電器仕様
定格電圧 DC18V
入力 AC100V　50/60Hz
出力 DC20V　2A
充電時間 約60分

※	商品の仕様は予告なく変更することがあります。

	■ 別売品

廃棄について
	● 製品を廃棄する場合は、充電池を取り外し、お住まいの自治体の取り決めにしたがっ
て処理してください。

DBL1820：充電池
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充電式ドライバドリル　JCD25 保証書
本書は、お買い上げ日から下記期間内に故障が発生した場合に、下記の保証規定により無料修理
を行うことをお約束するものです。
お買い上げ日 ※ 保証期間 お買い上げ日より：1年間

（ただし、付属品などを除く）年　　　　月　　　　日

お
客
様

お名前
※
販
売
店

住所・店名

ご住所　〒

電話（　　　　）　　　　-　　　　　 電話（　　　　）　　　　-　　　　　

販売店様へ：　※印欄は必ず記入してお渡しください。

保証規定
1	 取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書きにし
たがった正常な使用状態で故障及び損傷した場合
には、弊社が無料にて修理または交換いたします。

2	 保証期間内に、故障などによる無料修理をお受
けになる場合には、お買い上げの販売店にて、
保証書をご提示のうえ、修理をご依頼ください。

3	 保証内容は本製品自体の無料修理に限ります。
保証期間内においても、その他の保証はいたし
かねます。

4	 ご転居や贈答品などで本保証書に記入してある
販売店に修理をご依頼になれない場合には、ア
イリスコールにお問い合わせください。

5	 保証期間内におきましても次の場合には有料修
理になります。
①	使用上の誤り、不当な修理、改造などによる
故障及び損傷

②	お買い上げ後の落下などによる故障及び損傷
③	火災、地震、その他の天災地変による故障及
び損傷

④	一般家庭用以外（たとえば業務用の長時間使
用、車両・船舶への搭載など）に使用された
場合の故障及び損傷

⑤	お買い上げ後の移動、輸送または什器・備品
などとの接触による故障及び損傷

⑥	本書の提示がない場合
⑦	本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店
名の記入のない場合、あるいは字句を書き換
えられた場合

6	 本書は日本国内においてのみ有効です。
7	 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう
大切に保管してください。

修理メモ

※	この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおい
て無料修理をお約束するものです。したがって、この
保証書によって保証書を発行しているもの（保証責任
者）、及びそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の
権利を制限するものではありません。保証期間経過後
の修理などについてご不明の場合は、お買い上げの販
売店またはアイリスコールにお問い合わせください。

※	保証期間経過後の修理については、「保証とアフター
サービス」をご覧ください。


